

















Etude sur les Activités après l’Ecole des Ecoliers et des Collegiens Français 
—Rapport sur les Réponses aux Enquêtes Effectuées auprès des Ecoliers  



























　1981年７月：「補助学習の創造 La création d’études  « assistées »」を目的とした通達。
　1990年：「課外教育活動 Actions éducatives périscolaires (AEPS)」通達。
　1992年８月25日：「学校の連帯ネットワーク Les réseaux solidarité école (RSE)」通達。
　1992年10月７日：「学習随
つきそい







伴活動の地域契約 Les contrats locaux d’accompagnement à la scolarité 
(CLAS)」が ZEPと ZUSに通うコレージュとリセの学生を対象にして作られる。




　 2000年：AEPS, RSE, CLASは「学習随
つきそい

































学校略称 A（パリの小学校） B（山の小学校） C（谷の小学校） D（谷のコレージュ）
学校種別 公立小学校 公立小学校 公立小学校 公立中学校
地域 パリ市内 リヨン市郊外（山） リヨン市郊外（谷） リヨン市郊外（谷）
全学級数 9 2 4 14


























































































活動内容 男子 女子 不明 合計 特記すべきこと
語学
英語 6 10 0 16 Ａ小の生徒が多い（Ａ小内で実施されているため）
中国語 0 2 0 2 場所は教会
トルコ語 1 0 1 2 Ｄ小の生徒のみ（場所は学校）
ベトナム語 0 0 1 1
スポーツ
サッカー 17 3 2 22 練習回数は週２～３回と多い
ラグビー 4 0 0 4 リヨン市郊外のみ
バスケットボール 2 1 0 3
ハンドボール 1 0 0 1
集団スポーツ 1 0 1 2 Ｂ小の生徒のみ ( 場所は学校）
トレーニング（体操） 1 2 0 3 Ｂ小の生徒のみ
テニス 3 5 0 8
卓球 2 0 1 3 Ａ小の生徒の場合，場所は学校
陸上競技 0 5 0 5 女子のみ
体操 1 2 1 4
水泳 2 5 1 8
スキー 4 0 2 6 リヨン市郊外の生徒のみ
フェンシング 1 1 0 2
ロッククライミング 1 1 0 0
柔道 7 2 0 9
空手 3 0 0 3 Ａ小の生徒のみ
忍術 1 0 1 2 Ｄ小の生徒のみ
ダンス 0 13 0 13 女子のみ
モダンダンス 0 2 0 0
ヒップホップ 1 0 0 1
乗馬 0 5 2 7
自転車 3 1 0 4 Ｄ小の生徒のみ
文化
演劇 4 7 0 11 Ａ小の生徒が多い（Ａ小内で実施されているため）
合唱 1 2 2 5 Ｂ小の生徒のみ（Ｂ小内で実施されているため）
オーケストラ 0 1 0 0
ソルフェージュ 0 5 1 6
ピアノ 1 7 0 8 Ａ小の生徒のみ
フルート 2 2 1 5
バイオリン 0 2 0 2 Ａ小の生徒のみ
パーカッション 1 0 1 2
ギター 0 1 1 2
アコーディオン 0 1 0 1
音楽 0 1 0 1
創造芸術 0 1 0 1
ヒエログリフ
（古代エジプト象形文字） 0 1 0 1
曲芸 0 1 0 1
宗教 カトリック入門 0 7 2 9 水曜日か土曜日の午前中に実施モスク 1 0 1 2 Ｄ小の生徒のみ
補習 数学 1 0 0 1
その他 プレーステーション 4 2 0 6 リヨン市郊外の生徒のみ



















































































活動内容 男子 女子 不明 合計 特記すべきこと
勉強
家で宿題をする 15 32 8 55 「友達と」を１つ含む多くは「家でひとりで」
勉強する 1 0 1 2
情報機器




テレビをみる 4 11 2 17
コンピュータで遊ぶ 12 7 1 20 インターネット２つを含むインターネット経由のゲームも含む
遊ぶ
遊ぶ 0 2 1 3 自分の部屋で遊ぶを含む




友達と遊ぶ 3 5 2 10 「ラグビー，野球，ダンスをして遊ぶ」を含む
友達の家にいく 3 4 1 8 「誕生会に行く」を含む
友達を家に招く 1 3 2 6
外で遊ぶ 0 3 3 6 「蝶を見つける」を含む
外出
家族と外出 0 3 0 3 おばあちゃんの家にいくなど
散歩 3 5 0 8 「犬の散歩」を３つ含む「友達」や「おじいさん」を含む
映画を見に行く 0 2 0 2 「友達と」もある
買物 1 1 0 2
つりにいく 2 0 0 2
スポーツ
スポーツをする 0 4 1 5 バスケット，テニスを含む
スキー 7 4 2 13 「家族とともに」を２つ含むクロスカントリースキーを含む
スケート 1 0 1 2
スノーボード 2 3 1 6 サーフィンと呼ぶ
プール 1 2 0 3 友達，きょうだい，両親と
サッカー 9 1 6 16 「友達と」を多く含むその他「いとこ」や「きょうだい」有
乗り物
ローラースケートをする 0 6 0 6 女子のみ／「友達と一緒に」も含む
自転車 2 2 3 7 友達やきょうだいとサイクリングを含む
電動の乗り物 machines 
électriquesで遊ぶ 2 1 1 4 オートバイや電動のキックボードなど
お手伝い
部屋を片付ける 0 1 1 2
お母さんの手伝い 0 2 0 2
趣味や
家遊び
読書 1 4 0 5
絵を描く 0 3 1 4
手芸 activités manuelles 
をする 0 3 0 3 真珠を作る
ボードゲームで遊ぶ 0 1 1 2











































































































































































































































































































































































































































３時間以上  7.0  5.0
その他  0.5  0.2


















































動 Activités après l’école」という言葉を用いたため，設問文に「放課後に学校で行われる
活動も含めて回答するように」との注意書きを含めたものの，子ども達は，下校後の時間
を想定し，学校で行われるクラブ活動や補習活動は回答に含めなかった可能性がある。
「地域教育契約」の通達では，子ども達の生活時間を「学校時間 le temps scolaire」「課外の
時間 le temps périscolaire」「学校外の時間 le temps extra-scolaire」の３つの時間に区分し，
「課外の時間」は，学校の直前や直後，つまり①登下校の時間，②授業前の受け入れ時間，

































３） 以下の年表は，2003年11月28日に Jean SALQUE氏（ナンシー・メッツ大学区総長，学校生





に接続し，「Pourquoi le Contrat Educatif Local ?」の項目からアクセスすることができる。
５） アソシアシオンとは，フランス全土に広がる社会教育組織である。詳しくは以下の論文を参
照のこと。岩橋恵子「フランスにおけるアソシアシオンの発展と今後の課題」『社会教育』
33(9)，1989年，82‒92頁。岩崎久美子「フランスにおける社会教育指導者──アニマトゥール
の資格と養成制度──」『社会教育』53(10)，1998年。岩橋恵子「現代フランスの私学問題と
アソシアシオンの役割」『フランス教育学会紀要』12号，2000年，69‒76頁。小橋（藤井）佐
知子「フランスにおけるアニマトゥール職」『日本比較教育学会紀要11号』， 1985年， 43‒50頁。
６）http://www.education.gouv.fr/cel/imagesetdoc/Charte.pdf
  「学習随
つきそい
伴国家憲章」との訳語は，以下の論文による。岩橋恵子「学校周辺活動の展開とア
ニマトゥール」古沢常雄（研究代表者）『フランスの複雑化する教育病理現象の分析と実効性
のある対策プログラムに関する調査研究（平成16年度～平成18年度科学研究費補助金（基盤
研究 (B)）研究成果報告書）』，平成19年３月，67‒78頁。
７）この調査は，「生涯学習社会における学校の役割と学校建築の持続的再生に関する国際比較
研究会」（研究代表者：村上心，生活科学部助教授）の研究の一環として行われたものである。
特に，研究会のメンバーのひとりである浜名エレーヌ氏（人間関係学部教授）の尽力によると
ころが大きい。ここに記して感謝の意を表したい。
８）小学校とコレージュでは質問内容は同じであるが，学校の呼び方や科目名が異なるため，小
学校用とコレージュ用の２種類の質問紙を準備した。調査用紙の現物とその日本語訳は，以下
の論文に掲載しているのでそちらを参照いただけたら幸いである。山田真紀・浜名エレーヌ
「フランス共和国における小中学生の学校生活に関する研究──小中学生を対象にした質問紙
調査の第一報告──」，椙山女学園大学研究論集（社会科学篇）第38号，平成19年３月， 141‒
158頁。
９）以下のサイトにおいて調査の概要を知ることができる。
 　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo2/siryou/003/06032317/002/005.htm
10）以下のサイトにおいて調査の概要を知ることができる。
  http://www.nier.go.jp/kaihatsu/katei_h15/H15/03001200000007003.pdf
